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価値創造
ストーリー

0

(株)NTTドコモへ商号変更
ロンドン証券取引所の上場廃止

ロンドン証券取引所
ニューヨーク証券取引所上場

地域ドコモ8社と合併

東京証券取引所
市場第一部上場

(株)エヌ・ティ・ティ・ドコモへ商号変更

ニューヨーク証券取引所の上場廃止

いつでも、どこでも、誰とでも
通話可能エリアの拡大やデジタル方式の採用
などを推進し、携帯電話の普及・拡大に貢献。

ボリュームからバリューへ
多彩な機能を盛り込んだ「使うケータイ」を
提供し、ITインフラとしての可能性を拡大。

生活・ビジネスに役立つケータイへ スマートライフのパートナーへ
お客さまの生活のあらゆるシーンに密着
した「生活ケータイ」への進化を加速。 お客さまの充実したスマートライフの実現を追求。

2011
20のストアをまとめた総合マーケット
さまざまなコンテンツや商品を提供する「dマーケット」提供開始

1999
「iモード」
提供開始

1993
第2世代移動通信サービス

「デジタルムーバ」提供開始

2001
第3世代移動通信サービス

「FOMA」提供開始

20152010
LTE-Advanced

「PREMIUM 4G」
提供開始

次世代通信方式「LTE」
「Xi」提供開始

2020
5Gサービス
提供開始予定

2015
光ブロードバンドサービス

「ドコモ光」提供開始

2011
スマートフォン向けポータルサイト

「dメニュー」提供開始

2015
ポイントサービス「dポイント」
およびカード提供開始

2018
スマホ決済サービス

「d払い」提供開始

2018
AIエージェントサービス

「my daiz」提供開始

営業収益（左軸） 営業利益（左軸） 株価（右軸）（兆円）

（千円）
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協創

サービス

プラットフォーム

テレコム

プラットフォーム

2015
パートナーのみなさまと「新しい価値」を
協創する取組み「+d」を展開

＊株価については、1999年度、2002年度、2013年度に実施した株式分割を考慮して記載しています。
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ドコモの軌跡 1991    2019

事業の進化

ドコモがもたらしてきた価値
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持続的成長に向けた経営戦略
お客さま・パートナーへ「新しい価値」の実現に向けて、5Gなど先進技術の事業化に取り組
むとともに、新たなビジネスモデルの構築やビジネスフィールドの拡大によって変革を図
り、持続的成長をめざしていきます。

収益構造の変化による今後のビジネスモデル
お客さまとのつながりを強固に、顧客基盤の拡大をめざすとともに、会員とパートナーとの
協創によって収益機会を創出し、スマートライフ領域の拡大により「新しい価値」を提供し
ていきます。

ビジネスフィールドの拡大に向けた取組み
「会員」としての顧客基盤を拡大し、「会員」であるすべてのお客さまへの価値強化を行うた
め、さまざまな側面からビジネスフィールドの拡大を図っていきます。

顧客基盤
の拡大

非通信事業
の成長

スマート
ライフ 法人 5G

料金 お客さま
接点

ネット
ワーク

　　　お客さまとのつながりを強固に　

　　パートナーとの協創

スマート
ライフ領域

通信事業

サービス
（ドコモ）

サービス
（パートナー）

dポイントクラブ会員

回線契約者

送客 決済

会員基盤

d CARD
d払い
ドコモ払い

2019    2020s

回線契約の有無にかかわらない「会員を軸とした事業運営」により、「dポイントクラブ
会員」であるお客さますべてに一歩進んだ「お得・便利・驚き」をお届けし、パートナーの
みなさまのビジネス拡大を実現します。

会員基盤を軸とした事業推進

サービス
（ドコモ）

サービス
（パートナー）

dポイントクラブ会員

回線契約者

送客 決済

会員基盤

d CARD
d払い
ドコモ払い

回線契約の有無にかかわらない「会員を軸とした事業運営」により、「dポイントクラブ
会員」であるお客さますべてに一歩進んだ「お得・便利・驚き」をお届けし、パートナーの
みなさまのビジネス拡大を実現します。

会員基盤を軸とした事業推進会員基盤を軸とした事業推進
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研究
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企業理念

財務資本
当社株主に
帰属する持分合計 
5兆3,719億円

人的資本
従業員数
26,564名

知的資本
研究開発費
910億円／年

製造資本
LTE基地局数
208,500局

ドコモショップ
店舗数
2,336店舗

社会・関係資本
DJSI World
選定

お客さま

ネット
ワーク

パートナー
シップ

ブランド
および社会
からの評価

株主・
投資家

従業員

パートナー

地域社会

地球環境

価値・
感動の創造

中長期的な
企業価値の向上

ダイバーシティ
（多様な働き方）

新たな
価値の協創

あんしん・安全な
地域社会

環境負荷の
低減

強み
ドコモが

提供する価値
ドコモの
経営資源

中期戦略2020
「beyond宣言」

INPUT IMPACT OUTCOME

「CSR8つの重点課題」は、各種ガイドラインや外部評価機関からの要請
事項、SDGsなどの外部環境などを踏まえながら、ステークホルダーに
とっての優先度・ドコモグループにとっての優先度の2軸で特定。

CSR８つの
重点課題

CSR方針

私たちは、
全ての事業を通じ、

新たな価値を創造します

私たちは、
全ての企業活動を通じ、
誠実な行動を徹底します

2020年代の
持続的成長へ

～ 想いをつなげ 5Gでより豊かな未来へ ～

お得・便利

楽しさ・驚き

満足・あんしん

産業への貢献

商流拡大

社会課題解決・
地方創生

パートナーとの
価値・協創

～ 想いをつなげ 5Gでより豊かな未来へ ～

お得・便利

楽しさ・驚き

満足・あんしん

産業への貢献

商流拡大

社会課題解決・
地方創生

パートナーとの
価値・協創

5G

お客さまへの
価値・感動
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価値創造プロセス
企業理念である「新しいコミュニケーション文化の世界の創造」に向けて、歴史を通じてつ
くり上げてきた強みと、すべての企業活動の根幹となるCSR方針によって、2020年代の持
続的成長に向けたビジネスモデルを推進し、ステークホルダーに対して、さまざまな価値
を提供していきます。

2019    2020s



価値創造
ストーリー

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

2017年度～2020年代
中期戦略2020
「beyond宣言」

CSR方針

2017年度～2020年度
CSR中期計画

2020年度
CSR中期目標・
KPIの達成

2019年度～2023年度　中期経営戦略

「d払い」等の金融・決済や+dパートナーとともに協創す
る法人ソリューション分野を成長の軸とするモバイル通
信との融合でシナジーを創出するサービス領域

スマートライフ領域

スマートフォン等でいつでも、どこでも、あんしん、快適に
お使いいただける通信を提供する事業

通信事業

1

2020年代の
持続的成長に
向けた成長戦略

中期オペレーション指標
顧客基盤をベースとした収益機会創出
●dポイントクラブ会員数 7,015万 7,800万 
●法人パートナー数 2,487社 5,000社 
●決済・ポイント利用可能箇所 105万か所 200万か所 
●金融・決済取扱高 3.9兆円 6兆円 
●法人ソリューション収益 730億円 1,200億円 
  
5Gによる成長
●5Gインフラ構築等投資額（2019年度～2023年度累計） 1兆円 
  
お客さま接点の進化
●待ち時間＋応対時間：現状の約半分に（2019年度中）

宣言 6
ビジネスプラットフォームによる

パートナー商流
拡大宣言

宣言 3
いつでも身近な

安心快適
サポート宣言

宣言 4
5Gでともに革新する

産業
創出宣言

宣言 1
お得・便利が見える

マーケット
リーダー宣言

宣言 5
社会課題を解決する
ソリューション

協創宣言

宣言 2
一人ひとりの豊かな

スタイル
革新宣言

CSR中期計画で特定した8つの重点課題
ICTによる社会・
環境への貢献

2 情報セキュリティ
対策

3 コーポレート・
ガバナンスの強化

4 通信サービスの
安定性と信頼性の確保

5 お客さま満足の向上
と青少年の保護

6 安全・健康・福祉の
推進

7 人権と多様性の
尊重

8 気候変動への対応と
資源の有効利用

（2018年度実績） （2021年度目標）
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2019    2023 and...価値創造へのロードマップ
中期戦略2020「beyond宣言」に基づいて具体的戦略と定量的な中期目標を設定し、CSR
重点課題への取組みによって企業基盤をいっそう強固なものにしていくことで、「新しい
コミュニケーション文化の世界の創造」に向けたロードマップを着実に進めていきます。
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ドコモを取り巻くリスクと機会への対応
2020年代の持続的成長に向けた中期経営戦略の実現に向けて、事業環境を分析し、これ
まで網羅的に特定していたリスクから主要なリスクを5項目選定しました。その対応策とし
て、新しい価値を提供するさまざまな取組みを進めています。

事業などのリスクに関する情報について、詳しくは有価証券報告書でご確認ください。
https://www.nttdocomo.co.jp/corporate/ir/library/report/index.html

2019年度　主要なリスク リスク低減に向けた対応策および機会創出に向けた施策

① 新規事業者の参入等による競争環境激化に伴うリスク

④ 安定的なネットワーク提供等に関するリスク

⑤ 法令・規制・制度等に関するリスク

新規事業者の参入、MVNOが提供する低価格のサービスを選択する利用者が増加する等に伴い、市場
環境が大きく変化し、当社グループが獲得・維持できる契約数が抑制されたり、想定以上にARPUの水準
が低減し続けたりする可能性があること。

自然あるいは人為的災害や事象・事件において、当社グループのサービス提供に必要なネットワークや
販売網等の事業への障害が発生し、当社グループの信頼性・企業イメージが低下したり、収入が減少した
り、コストが増大する可能性があること。

国内外のさまざまな法令・規制・制度等の導入や変更、または、それらの導入や変更が当社グループに適
用されることによって、当社グループの事業運営への制約が課されるなど、悪影響をおよぼすこと。

・2019年6月から開始している新料金プランや、ネットワーク品質・サービス・アフターおよび会員基盤等
のさまざまなアセットを活用し、総合力でお客さまに選ばれ続ける企業をめざす。
・新料金プランにて競争力をより強化し、ドコモのお客さまにいち早くおトクを実感してもらうことで、
顧客基盤の維持・強化を図る。

・金融・決済や法人ソリューションといった近年成長が著しい分野に加え、5Gの導入により新たな市場を
創出し、マーケットリーダーとなることでスマートライフ領域のさらなる成長を実現する。
・会員基盤をベースに、デジタルマーケティングを推進することで、商流の加速・お客さまとのリレーショ
ンシップの強化等を行い、パートナーと連携した他社へのソリューション提供・収益モデルを創出する。

・個人情報を含む業務上の機密情報の管理徹底、業務従事者に対する教育、業務委託先や事業上のパー
トナーの管理監督の徹底により、全社的な総合セキュリティ管理を実施する。
・お客さまに対してパーソナルデータの取扱いを明確に示し、あんしんしていただくことを目的に、パーソ
ナルデータ憲章を制定・公表するとともに、プライバシーポリシーのわかりやすい構成・表現への再編、
パーソナルデータの社内利用・第三者提供を一定の範囲でお客さま自ら設定可能とするツールの提供
を実施する。

・信頼性・安定性の確保、サービスエリアの拡大、電波状況の調査・改善、通信速度の向上に取り組む。広
域・長時間停電への備え、重要通信の確保・信頼性向上、通信サービスの早期復旧、被災地支援強化に
ついても実施する。
・2020年に提供を開始する5Gにおいても、これまで同様に品質の磨き込みを行う。
・お客さまによりあんしん・安全にご利用いただけるよう、サイバー攻撃の動向を把握し、自社の備えを点
検したり、不正アクセスに対する対策の強化、お客さまへの注意喚起等を実施する。

・事業運営に影響を与え得る行政・立法などの方針の変化、経済情勢について、関係省庁が実施するパブ
リックコメントの提示や意見に関して、ステークホルダーの理解促進を図る。

2019

② スマートライフ領域および5Gビジネスの提供に伴うリスク

当社グループが提供している、あるいは新たに導入・提案するサービス・利用形態が十分に展開できない
こと、想定以上に費用が発生してしまうこと、他事業者との競争激化により、当社グループの財務に影響
を与えたり、成長が制約されたりする可能性があること。

③ パーソナルデータの利活用等に関するリスク

当社グループまたはパートナーにおける個人情報を含む業務上の機密情報（パーソナルデータ含む）の
不適切な取扱い等により、当社グループの信頼性・企業イメージの低下等が発生し得ること。




